
【基本コンセプト】

【方針】
①まちの中心、シンボルになること
②豊かな地域資源を活かし、かつ、歴史を伝える

【基地跡地の利用現況】
・

・

・

概　要

H19. 4

H18.12

H16.11

H18.12

現行利用計画の策定経緯

朝霞市基地跡地利用計画書
平成２０年５月

概　要

朝霞市基地跡地利用計画見直しのための「朝霞市基地跡
地利用計画策定委員会」の立上げ（～H18.12まで全18回
開催：委員数15名）

計画名
作成年月
年　月

H16.11

朝霞市基地跡地利用基本計画（最終報告）が市に提出さ
れる

朝霞市基地跡地整備計画策定委員会の開催（～H19.12ま
で全8回開催）

市議会へ諸報告、市として宿舎受け入れを表明する。
朝霞市基地跡地整備計画書が市に提出される

年　月

④１６．４ｈａを中核とする、経済・財政の面で実現性の高い計画を目指すこ
と

③周辺の公共施設との連携及び、公共施設の有効活用に配慮すること

周辺の公共施設と連携し、緑に囲まれた市民のための“憩いと交流の拠点”

１．７ｈａは、南に公民館、図書館等が立地し、北側の街区には、レスト
ランなどの民間の商業系施設が立地しており、敷地内には高木が茂り、自
然が最も良好な形で残されているが、周囲をフェンスで囲まれており、敷
地内に立ち入ることができない。

H19. 6
H19.12
H20. 4

税務署脇の敷地（０．９ｈａ及び０．４ｈａ）青葉台公園第２駐車場や消
防訓練場として暫定利用されている。

中心１６．４ｈａは、全体的に高木が茂り、緑が多く静かな環境である
が、周囲をフェンスで囲まれており、敷地内に立ち入ることができない。

朝霞市基地跡地利用計画見直しのための「朝霞市基地跡
地利用計画策定委員会」の立上げ（～H18.12まで全18回
開催：委員数15名）

朝霞市基地跡地利用基本計画（最終報告）が市に提出さ
れる

計画名
作成年月

朝霞市基地跡地利用計画書作成

朝霞市基地跡地利用基本計画
平成１８年１２月

（ha）
対象地

想定され
る総合公
園面積

想定され
る緑の面

積

敷地①業務系施設用地 0.9

税務署 0.5

敷地②業務系施設用地 0.4

敷地③公園用地 9.6 9.6 9.6

敷地③国家公務員宿舎用地 3.0 1.8

敷地③複合公共施設用地 2.0 0.8

敷地④公園用地 1.7 1.7 1.7

シンボルロード 1.8 1.8

青葉台公園 3.8 3.8 3.8

中央公園 7.1 7.1 7.1

中央公民館 0.5 0.5

図書館 0.4 0.4

体育館 1.0 1.0

市役所 1.3

郵便局 0.4

朝霞保健所 0.5

34.9 24.1 26.6

図 基地跡地利用計画・ゾーニング
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